


小学生のころは「ケア」という感覚は全くなく、

ただ聞くだけしかできず、答えのない日々やたく

さんの困りごとに悲しくなることも多かったです。

中学生のころは、言葉にならないモヤモヤした気

持ちがつのり、投げやりになったり、学校に行か

なくなることもありました。高校生くらいから、

自分で調べて母の病気のことを詳しく知り、相談

に行き、できることをしていました。答えのない

「ケア」を自分なりに続けることと、自分の生活

を何とか送ることがどちらもとても大変でした。
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当時の私は「自分だけで、どうにか頑張らないと

いけない」と思っていました。けど、様々な仕組

みを知って、実は頼り先がたくさんあること、大

人は子どもの頃の自分が思っているよりも多くの

知識や経験をもっていることを知りました。だか

ら、今もし一人で悩んでいたり一人で頑張り続け

ている人がいたら、安心して周りの大人に頼って

いいということを伝えたいです。一緒に、「あな

たは一人じゃない」ということも伝えたいです。
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介護により、友だちなどとの関係性が薄れてくる

につれ、孤立感を強く感じるようになりました。

ただ、介護を始めた当初は、自分が「ケアラー」

であるという自覚はあまりなく、当たり前のこと

をしているだけだと思い、淡々と日々の介護に向

き合っていました。また、自分が置かれている現

状や直面している辛さについても、あまり考えな

いようにしていたことを覚えています。　　　　
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辛いと思っても、それを一人で抱え込んでしまう

ことはありませんか。ケアのことを言葉にするこ

とで、受け入れられない現状を認めてしまうこと

になるんじゃないか、という不安を持っていませ

んか。あなたの気持ちと懸命に向き合い、受け止

めてくれる人は必ずいます。そのような他者との

出会い、あなたが自分のペースで少しずつ、その

苦しさを手放せますように。　　　　　　　　　
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